
資料１ 

住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数のポイント 
（平成２１年３月３１日現在） 

総務省自治行政局市町村課 
 

○全国の人口は、１億２，７０７万６，１８３人 

 

○全国の人口は、２年連続で増加 

（調査開始（昭和４３年～）以来、平成１８年に初めて減少したが、その後連続増） 

    ・ １億２，７０６万６，１７８人 → １億２，７０７万６，１８３人 対前年 １万５人増 

     
    ・ 自然増加数（出生者数－死亡者数）は、増加傾向にあった出生者数が再び減少に転じ（１０

８万８，４８８人）、死亡者数（１１３万４，４０２人）は調査開始以来最高となる。 

   
・ 転入者数及び転出者数はそれぞれ調査開始以来（昭和４３年～）最も移動が少なかったも

のの、全体として社会増加数はプラス 

 

○市部（特別区を含む。）の人口割合が、全国の人口の約９割 

・  市部 １億１，４１０万３，４３９人（８９．８％） 

・ 町村部 １，２９７万２，７４４人（１０．２％） 

 

○三大都市圏（東京圏、名古屋圏及び関西圏）の人口が、過去最高を記録 

・ 昨年（５０．２０％）に引き続き、全国人口の半数を上回る（５０．３７％） 

 

○人口増加数、人口増加率ともに東京都がトップ 

・ ８万６，０６２人  ０．６９％の増加 

 

○全人口に占める年少及び生産年齢人口の割合は調査開始以来（平成６年～）毎

年減少し、老年人口の割合は毎年増加 

・ 年少人口 （ ０歳～１４歳） １３．５４％ （ 調 査 開 始 以 来 毎 年 減 少 ） 

・ 生産年齢人口 （１５歳～６４歳） ６４．２５％ （      〃       ） 

・ 老年人口 （６５歳～） ２２．２１％ （ 調 査 開 始 以 来 毎 年 増 加 ） 

 
○町村部での全人口に占める老年人口の割合は、過去最高の２５．６６％（昨年は

２５．１０％） 
 

○世帯数は、調査開始（昭和４３年～）以来毎年増加 
・ ５，２３２万４，８７７世帯 → ５，２８７万７，８０２世帯 対前年 ５５万２，９２５世帯増 

 
○１世帯の平均構成人員は、調査開始以来（昭和４３年～）毎年減少 

・ ２．４３人/世帯 → ２．４０人/世帯 対前年 △０．０３人/世帯 


